
　
六
月
一
日

　
今
朝
か
ら
地
下
に
人
間
を
入
れ
る
事
に
し
た
。
前
か
ら
の
予
定
通
り
な
の

だ
が
、
ま
だ
十
分
な
仕
事
環
境
で
は
な
い
が
、
一
階
の
窓
も
塞
が
っ
て
い
な

い
、
床
も
仕
上
が
っ
て
い
な
い
の
だ
が
、
敢
え
て
そ
の
中
で
院
生
を
一
人
勉

強
さ
せ
る
。
大
学
の
研
究
室
は
研
究
室
で
そ
れ
な
り
の
事
が
で
き
る
が
、
当

然
大
学
は
学
生
の
場
所
で
も
あ
り
、
そ
の
生
活
に
よ
っ
て
規
程
さ
れ
ざ
る
を

得
な
い
。
地
下
の
最
初
は
一
人
だ
け
が
良
い
。
地
下
に
は
ス
タ
ッ
フ
、
院
生

十
八
名
程
を
入
れ
た
事
が
あ
っ
た
が
、
ア
ッ
と
い
う
間
に
サ
ー
ク
ル
空
間
に

な
っ
た
。
カ
ル
ピ
ス
状
況
で
あ
る
。
も
う
ア
ノ
状
態
は
嫌
だ
。
八
時
過
地
下

を
点
検
し
、
一
階
ピ
ロ
テ
ィ
部
で
ボ
ー
ッ
と
し
て
い
る
。
雨
が
強
く
降
っ
て

い
る
。
ア
レ
ッ
、
今
、
前
橋
の
森
田
工
業
の
ト
ラ
ッ
ク
が
現
場
に
来
た
。
二

代
目
の
息
子
さ
ん
が
再
び
下
見
に
来
た
よ
う
だ
。
八
時
半
院
生
一
人
来
る
。

森
田
君
帰
る
。
来
週
か
ら
工
事
に
入
る
そ
う
だ
。
こ
ち
ら
も
色
々
と
段
取
り

を
し
な
く
て
は
。
九
時
半
ま
で
院
生
と
話
し
て
研
究
室
へ
。
十
一
時
研
究
室
。

典
型
的
な
雑
事
。
午
後
西
武
線
入
間
の
鉄
工
所
へ
。
回
転
ジ
グ
な
る
機
械
で

ア
ン
ト
ニ
オ
・
ガ
ウ
デ
ィ
風
ね
じ
曲
げ
工
業
製
品
の
裸
形
を
実
験
す
る
。
し

か
し
機
械
は
ね
じ
ま
が
り
を
正
確
に
成
し
遂
げ
て
し
ま
い
本
当
の
ヨ
イ
形
を

作
れ
な
い
。
回
転
ジ
グ
に
貼
り
つ
い
て
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
時
間
と
感

覚
を
労
費
す
る
の
を
い
と
わ
ず
に
は
、
本
当
に
良
い
モ
ノ
は
得
ら
れ
な
い
か

も
知
れ
ぬ
。
十
九
時
半
研
究
室
に
戻
る
。
新
木
場
倉
庫
打
合
わ
せ
。
ゼ
ネ
コ

ン
に
は
モ
ノ
づ
く
り
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
持
っ
た
人
間
は
居
な
く
な
っ
た
の
か
。

建
設
産
業
の
自
由
化
を
い
ず
れ
迎
え
ざ
る
を
得
な
い
時
に
、
つ
ま
り
ス
ー
パ

ー
現
実
の
建
設
の
現
場
に
於
い
て
日
本
は
全
て
負
け
ざ
る
を
得
な
い
。
早
く

そ
の
現
実
に
気
付
く
べ
き
な
の
だ
が
・
・
・
。
夕
食
は
李
祖
原
、
グ
ラ
イ
タ

ー
と
高
田
馬
場
、
文
隆
で
。
彼
等
を
東
京
に
呼
ぶ
こ
と
が
出
来
た
の
が
ホ
ン

の
一
瞬
の
幸
運
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
の
を
話
せ
た
の
が
、
良
か
っ
た
。
本

当
に
日
本
の
あ
や
う
さ
を
告
げ
る
の
は
辛
い
の
だ
。
日
本
は
死
を
迎
え
た
病

気
な
ん
だ
よ
ね
。
国
家
は
そ
れ
を
救
え
な
い
。
当
然
。

　
六
月
二
日

　
九
時
半
地
下
へ
。
十
時
半
グ
ラ
イ
タ
ー
講
義
。
「
ク
ラ
ッ
シ
ュ
す
る
イ
コ

ン
」
面
白
そ
う
だ
っ
た
が
、
打
合
わ
せ
の
為
、
最
期
ま
で
聞
け
ず
。
十
一
時

半
松
尾
建
設
来
。
十
三
時
過
李
祖
原
、
グ
ラ
イ
タ
ー
と
Ｇ
Ａ
へ
。
二
川
幸
夫

と
会
う
。
八
月
末
の
上
海
Ｇ
ス
タ
ジ
オ
に
二
川
さ
ん
来
訪
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
十
五
時
過
五
反
田
。
ト
モ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
へ
。
十
八
時
過
ま
で
。

二
〇
時
世
田
谷
村
地
下
。
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